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 県立学校における新型コロナウイルス感染症対策の対応について 

   

厳寒の候 保護者の皆様におかれましてはご健勝のことと存じます。日頃より本校の教育活動にご理解とご協力

をいただいき感謝申し上げます。 

 さて、先日２月３日までの新型コロナウイルス感染症防止対策の対応についてお知らせしたところでしたが、

県下全域において感染状況を鑑み、感染防止対応期間を延長する旨の連絡がありました。つきましては、今後は

以下のとおり対応いたしますので、ご理解とご協力をお願いします。 

 

◎今後の対応【対応期間：２月４日(金)から２月１３日(日)まで】  

○ 感染対策については、全ての県立学校において、衛生管理マニュアルのレベル３相当の対応とする。 

○ 教室内の児童生徒等の「接触」「密集」を避けるよう適切な手立てを講じる。  

○ 全ての県立学校において、部活動は原則中止とする。 

１ 感染対策 

(１)衛生管理マニュアルのレベル３相当の対応について  

・ 教育活動を継続するため、感染リスクの高い学習活動（学校行事等も含む）については、当面の間控

えるなど感染予防対策を講じていきますので、各ご家庭で日常生活においてもご指導をお願いしま

す。 

 

(２)マスクや食事の指導について  

・ 発症例では、校内において、マスクを外した状況下での感染も確認されていることから、適切なマス

クの着用や黙食の徹底について適宜指導します。登下校も含め、マスク着用の徹底をお願いします。 

 

２ 部活動の対応  

・ 部活動については、県内全ての県立学校において、２月１３日(日) まで 、原則中止とします。  

・ ただし、２月に開催される大会で、すでに大会への参加が決定している場合には、その準備に向けて

活動を行うことができます。 

・ 卒部式を予定している部活動については、しばらくの間延期等の対応をお願いします。 

 

３ コロナ感染に伴う出席停止の取り扱い 

○生徒本人に発熱等の風邪症状がある場合 

  ※風邪症状は、くしゃみや鼻水、鼻づまりの症状、せきやたん、喉の痛みの症状に加え、発熱やさむけ、

頭痛、筋肉痛、関節痛などを指します。その他の症状で判別しにくい場合は学校に相談してください。

なお、早期治療の観点から病院での受診をお勧めします。 

○同居の方が感染もしくは感染の疑いがある場合 

 ・感染された方や感染の疑いのある方への濃厚接触者に該当する場合は登校せず、自宅待機をお願いいた

します。 

○その他 生徒の体調不良および家族の健康状態に不安がある場合は、学校へ連絡をお願いします。 



 


